
学校教育目標 

「共に生きることを喜ぶ かしこく たくましい子に育てます」 

～みんなとつながる・みんなでやりぬく・光かがやく さくらっ子～ 

                                 学校長  後藤 俊哉 

玄鳥至（つばめきたる）候となりました。昨年とは異なり、春の訪れが遅く、 

校庭の桜が咲き始めています。春爛漫の季節を迎え、令和 6

年度が始まりました。引き続き本校の校長を拝命しました。 

5年目となります。よろしくお願いいたします。 

桜岡の桜は咲き始め、入学式には満開になる頃と思いま

す。その中で、キッズ横の桜は一昨年空洞ができ、安全上の理

由から伐採をしているのですが、切り株の外側から分芽が 

出始めておりました。それを見た地域の造園業を営む金子篤司さんから「この

桜はもっと生きたがっている」と言われ、3月には栽培委員会の児童とともに

「桜の木復活プロジェクト」がスタートしました。まずは残す芽を選定し,その根

の周りを掘って、太い根を断ち切る作業をしました。これを「根回し」といいます。 

「根回し」とはもともと、「樹木を移植する時に事前に行う根本の処理」を意

味する園芸用語です。「物事を進める前に関係者の了承を得ておくこと」という

意味で使われているビジネス用語の語源となります。残した芽からは 2輪の花

が咲き始めました。桜の生命力を感じました。 

今年度は、研究主題「学び合いの中で自分の思いや考えを深められる子の

育成を目指して～多様な子どもたちを誰一人取り残すことのない魅力ある授

業づくり～」のもと、次のような資質・能力を育んでいきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

創立 113周年記念式では、ドイツ在住で本校出身の坂巻貴彦さんをお招

きして、記念演奏会を行います。楽しみです。 

「一人ひとりが光かがやくため」に教職員一丸となってがんばります。一年間

よろしくお願いいたします。 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇教育相談日について 
４月の教育相談日です。ご希望の方はお気軽にご連絡ください 

９日（火）… 午後 

23日（火）… 一日 

 

【5月の主な行事予定（変更することがあります）】 
 １日（水） 個人面談 

２日（木） 地域訪問(大久保・上大岡方面) 

８日（水）尿検査回収 

２６日（日） ～２８日（火） 日光宿泊体験学習（６年） 

お知らせ  

学校だより  ９月号 

桜－第 1号 

令和６年４月８日 
学校だより 4月号 

＜担当＞副校長    齊藤 

    児童支援専任 相川 

①２１世紀を主体的に生きるために必要な力  これからの社会が求める知性 

●いろいろな意見を「集めて編集できる」知性 

分かっていることを「説明できる」より、分かりかけていることを「言葉にしながら考

える」 

●一人ひとりが自分でこたえを「作り出す」知性 

・「知っている答え」は本当か、その根拠を確かめる。 ・自分の体験で支える 

・適用範囲を広げる⇒２１世紀型スキルがこれまでと違うところ 

②他者と一緒に考えることで理解が進む。 建設的相互作用(Miyake、1986) 

複数人で一緒に課題解決活動を行っているとき 

●自分自身の考えを外に出して確認してみる場面（課題遂行） 

●他の人のことばや活動を聞いたり見たりしながら、 

自分の考えと組み合わせてよりよい考えを作る場面（モニタリング）や個人内でこのふ

たつの場面が次々に起こり、理解が深化する（気づきや表現できることの質が高くなる） 


